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1 医薬品の製法発明に対する特許は、2004年以前においても付与されていた。 
。 
2 本件に関わる命令文は特許局のウェブサイトから入手できる（Controller General of Patents, 






























































































出されるのである（Schweitzer, 2007, chapter 5）。 
 http://www.ide.go.jp 






















品をインド市場で発売した。インド国内での価格設定は患者 1人 1カ月分 28万ルピー（約 40万
円）である。これは先進国とさほど変わらない水準だ11。バイエルが特許局に提出したデータによ
ると、2010年におけるソラフェニブの輸入量は 200mg錠が 4万 800錠であった（ジェトロ，2012, 

















11 ソラフェニブが日本で 2008年に承認された際の薬価は、1カ月分で約 65万円だった（日経メディ
カルオンライン 2008）。自己負担率を 3割とすると、患者にとっての費用は 1カ月約 22万円となる。 
 http://www.ide.go.jp 
http://www.ide.go.jp  Copyright (C) JETRO. All rights reserved. 
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 ナトコは、GLOBOCANが推計する新規症例の 80パーセント、つまり約 7120人の腎臓がん患
者と約 1万 6000人の肝臓がん患者（合計 2万 3120人）がソラフェニブの潜在的利用者であると
主張した。新規罹患者の 8割をソラフェニブの潜在的利用者と見なすことの科学的根拠は示され
なかった。これに対してバイエルは、がんの種類や進行期によって必要とされる治療が異なるこ








                                               
12 ジェトロ (2012, p.13)では、2011年のソラフェニブの消費量は 5279箱と述べられているが、1箱
に何錠が含まれるかは記されていない。仮に 1箱 120錠（患者 1人 1カ月分）だとすると全部で 63
万 3480錠、つまり 2010年の輸入量の 15.5倍となる。 
 http://www.ide.go.jp 













































健康保険計画（Rashtriya Swasthya Bima Yojana）と呼ばれる制度が 2008年から実施されているが、


































                                               








































した（Reuters, 2012）。5月には、シプラがソラフェニブの価格を 1カ月分 6840ルピーまで切り
下げ、他の二つの抗がん剤（ゲフィチニブとテモゾロミド）の価格も大幅に引き下げると発表し
                                               
14 この価格はナトコが強制実施権の申請時に提案したものである。 
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サイトも同時開設」， http://medical.nikkeibp.co.jp/leaf/all/search/cancer/news/200804/506224.html 
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